
・工事期間：平成19年度～平成22年度

 

・総事業費：約40億円

至 郡山方面

○トンネル前後区間の急勾配（5%）の解消により追突事故や単独事故
の減少が期待

一般国道49号いわき三和トンネル
小名浜港

郡山

○国際海上コンテナの通行が可能となり、小名浜港から中通り方面への
物流を支援

（H23.4.1予定）
新たに高さ指定

L=28.3km

▼ひび割れからの漏水

①小名浜港と中通り方面の物流を支援

②縦断勾配の緩和により安全性が向上
（平成22年8月29日開通）

【開通直後】一般国道49号

いわき三和トンネルが開通して

整備前

▼国際海上コンテナの通行支障区間

○大型車同士のすれ違いが可能となり、安全・安心な走行環境が実現

▼昭和37年に施工の「三和トン

 
ネル」は、幅員が狭く大型車のす

 
れ違いが困難。
また、コンクリートのひび割、漏

 
水等老朽化が著しい。
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